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園内研修研究会 ● ● ● ● ● ●

インクルーシブ保育研究会 ● ● ● ● ● ●

保育実践（運動遊び）研究会 ● ● ● ● ● ●

保幼こ小連携・接続推進事業 ● ● ● ● ● ●

心と身体の健やかな成長のために、保育・幼児教育
の現場で大切にすべきことについて、理論と実践か
ら学び合う

● ● ● ● ● ●

委
託

認定こども園・私立保育園における研究事業 ● ● ●

〇研究会の流れ
・研究会は年間８回程度行います。
・年間を通じて、同じ人が参加します。
・事例検証や研究保育等を通して学びを重ね、成果をまとめとして報告します。

対象施設

事業名

令和７年度　大阪市保育・幼児教育センター研究会研究事業一覧表
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令和７年度　公私幼保合同研究　研究計画

園内研修
組織の一員としての役割や責任を自覚し、教
育・保育の充実と教職員の資質向上を目指した
園内研修のあり方を探る

社会福祉法人檸檬会　副理事長
大阪総合保育大学　非常勤講師

青木　一永

対象者
大阪市内の就学前施設　教職員
回数：年間８回程度

【研究事業】
研究会名 ねらい・内容 対象施設

研究会名 ねらい・内容 講師名

インクルーシブ保育

・園内でインクルーシブ保育をすすめていくミ
ドルリーダーとして、初任者の悩みに耳を傾け
ながら、保育環境や保育のあり方を考える
・表に見える子どもの行動や姿を「なぜ？」の
視点で見直し、実践を持ち寄り、具体的な支援
を考える

大阪公立大学
准教授　木曽　陽子

対象者
大阪市内の就学前施設　教職員
回数：年間８回程度

保育実践（運動遊び）
心と身体の健やかな成長のために、保育・幼
児教育の現場で大切にすべきことについて、
理論と実践から学び合う

千里金蘭大学
教授　岸本　みさ子

対象者
大阪市内の就学前施設　教職員
回数：年間８回程度

5

就学前教育カリキュラム推進園
所実践研究事業

就学前教育カリキュラムに基づいて保育内容
を検証し、教育・保育の質の向上を図る

大阪市立幼稚園・大阪市立保育所
私立保育園・私立認定こども園・

私立保育園（計７園所）

保幼こ小連携・接続推進事業
就学前教育・保育と小学校との円滑な接続に
向け、情報共有や教育・保育のあり方を検証
する

Aブロック（淀川区）
Bブロック（都島区） ※詳細は資料３参照


